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川崎市条例第3号

川崎市特別会計条例の一部を改正する条例

川崎市特別会計条例（昭和39年川崎市条例第口号）の

部を次のように改正する〇

弟1条中第]2号を削り、第13号を第125>とし、第14号

を第13号とし・第15号を第14#とする。

附則

(施行萌m

1この粂例は，平成16年イ月1日から施行する,：

(経過措丼）

2川崎市マイコンシティ事栗特別会計の平成15年度分

の收入，支出及び決算に関しては.なお健前の例によ

 るn

川崎市手数科条例の~部を改正する条例をここに公布

する。

平成16年3月24日

II[峙市掻阿邸孝-X

川崎市条例第4号

川崎市手数料条例の一部を改正する粂例

川崎市手数#条例（昭和25年川崎市条例第6号！の一

部を次のように改正する。

本則中r食品衛生法施行令第5粂」を[食品衡生法施

行令第35粂Jに改めるa

第2条中第223号を第230号とし，第162号から阪222号

までを7号ずつ揉り下げ、同条第161号中「第155号」を

r第162号」に・「第159号」を「第166号」に改め、同号

を叫粂第L明号とし.同条中第108号から第160をまでを

7号ずつ繰り下げ，同条第107号中「第72号」を「第79

号」に、「第|0&号」を「第112号・」に改め・同号を同条

第114号とし.同条第]06号中「第72号」を「第冗号」に

改め、同号を同条第113号とし、同条中第73号から第105

号までを7号ずつ繰り下げ，同条第72号中「第5条」を

「第耶条」に改め・岡号を同条第79号とし・同条中第27

号から第71けまでを7号ずつ繰り下げ、第2G号の次[こ次

の7号を加えるe

1271使用済自動車の再資源化等に関する法律（平成M

年法律第87号）第60条第1項の規定に基づく解体果

の許SJの申晴に対する審査

  1件につき78.000円

M使用済自動車の再資源化等に関する法律第G0条第

2項の規定に基づく解体粟の許可の更新の印請に対

   する審笠1件につき70.000円

(23)使用済自動車の再資源化等に関する法律第60条第

1項の規定に基づく屏体条の許可証の再交付

  1件につき5.000円

130)使用済自動軍の再資源化等に関する法律第67粂第

1項の規定に基づく破砕業の作可の申砧に対する審

   査1件につき84.00on

Gj|使祖済自動車の再資源化等に関する法律第¢7条第

2頂の規定に越づく破砕業のiff可の必新の申謂に対

   する審査H牛につき77,000円

1321使用済̂|動車の再資源化等に関する法律第70条第

1項の規定に基づく破砕業の率業の範囲の変更の許

  Wの申請に対する審査1件につき75力〇〇円

(331使用済包動車の再資源化等に関する法律第6?粂第

I項又は第70条第1項の規定に基づく蔽砕粟の昨可

証父は変更の許可証の再交付

  1件につき5.000円

第S粂中「弟2条第221号」を「染2条第22S号」に改

める。

附則

この条例は，平成16年7月1日から施行するaただし

本則の改正規定及び第2粂第72号の改正規定は・公布の

日から施行する。

川||¢市印鑑粂例の一部を改正する・条例をここに公布す

る0

平成16年3月24日

川崎市長阿部孝夫

川崎市条例第5号

川崎市印鑑粂例の一*部を改正する条例

川埼市印鑑粂飼（昭和51年川崎市条例第8号）の一部

を次のように改正する。

第6粂第1項中第5号を削り、第6号を第5号とする。

第]0粂第】頂及び第U条中「弟6号」を「第SAJJに

改める。

附則

この条例は、平成16年6月I日から施行する。

川崎市公害防止等生活環境の保全に関する条例の一部

を改正する条例をここに公布する。

平成16年3月24EJ

川崎市畏岡部孝夫

川崎市条例第6号

川崎市公害防止等生活環境め保全に関する条例の一部

を改正する条例

川崎市公害防止等生活菜境の保全に関する粂例（平成

11年川崎市条例第50号！の一部を次のように改正する。

第62条第1項中「第5粂第1号」を「弟35条第1号」

に改める。
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第89粂第1項中「施設をいう』を「施設をいい、工業

用水法第3条第1項の許可を要する井戸を除く」に改め

る(J

附則

この条例は，平成16年4月I日から施行するDただ

し、第62粂第I項の改正規定は、公布の日から施行する。

川崎市風致地区条例の一部を改正する粂例をここに公

布するD

平成16年3月24日

川崎市畏阿部孝夫

川崎市条例第7号

川崎市風致地区条例の一部を改正する粂例

川崎市展致地区条例（昭和46年川崎市条例第7S号> の

-郎を次のように改Eする。

第2条第|項中「次の各号に」を「次に」に改め、同

頂第6号を同項窮8号とし、同項第5号を削り、同項第

4ぢ-中「又はたい棟」を削り・同号を同項第5号とし、

同号の次に次の1号を加える。

⑺屋外における七石・廃棄物（鹿棄物のM理及び浦

掃に関する法拔（昭和45年法律第137号）第2条弟

1頂に規定する捷楽物をいう。以下同じ。）又は再

生資源（資源の有効な利用の促進に関する法律（平

成3年法律第相号）第2条第4 ¢Uこ規定する再生資

源をいうc以下同じ。）のたい積

第2条第1項第3号を同項第S号とし，同項第2号中

「変更』の次にけ以下f宅地の造成等」という。〉」を加

え・同号を同項第3号とし・同号の次に次の1号を加え

 る〇

⑷水面の埋立て

第2条第1項第！号の次に次の1号を加える。

121建築物等の色彩の変更

第2条第2項中「前項各号」を「同項各号」に、「次

の各号にJを「次に」に、「前項の許可Jを「周項の酢

可」に改め、同項第1号から第3号までの規定中「行な

う」を「行う」に改め、同項第11号ア中「行なう」を

「行う」に改め，同̂イ中「行なう」を「行う」に改め、

同号イ[t)中「又はたい積」を削り・「⑶の土地の形質の

変更」を「Wの宅地の造成等」に改め、同号イ中くれをW

とし、同号イは|中「こえる」を「超える」に改め、同号

イ中U1を(才)とし、[司号イ(ウ|中「こえるJを「超£る」に'

「土地の形質の変史」を「宅地の造成等」に改め・問号

イ中⑼を⑷とし⑷の次に次のように加える。

⑼建築物等の色彩の変更

第2条第2項第Uvイに次のように加える0

⑴屋外における土石・廃棄物又は再生資源のた

い積で，高さが3 メートルを超えるもの

第2粂第2項第11号エ中「行なう」を「行う」に改め、

Nをとし、⑼を⑷とし、同号エKl中「こえる」を「超

⑴迸築物等の色彩の変更（物置、作業小嵐等の

色彩の変更で、当該物源、作業小屋等w床面積

の介計が90^方メ -トル以下であるものを除く。）

第2粂第2項第11号を伺項第13号とし、同項第10号を

削り、同項弟9号中「父はたい積」を削り、「弟7号の

土地の形質の変更」を「第8号の宅地の造成郭」に改め，

M次に掲げる屋外における土石、廃棄物又は再生資

源のたい積・

アて堺に必要な±石，廃棄物又は再生資棚のたい

積で・当該工事現場において当該工事の施工期聞

を超えないもの

イその他の土石，廃棄物父は再生資源のたい積で，

面積が¢;0平方メートル以下であり，かつ、高さが

1.5メ —トル以下であるもの

第2粂染2項第8号ア中「行なわれる」を「行われる」

に改め、叫けを同項第10号とし，同項第7号中「土地の

形質の変更」を「宅地の造成等」に，「こえる」をr超

(9)面積がGO平方メー トル以下の水面の埋立て

第2粂第2項第6号の次に次の1号を加える。

⑴次に掲げる建築物等の色彩の変更

ア屋根、外壁、煙突，l”L塀、橋、鉄塔その他こ

れらに頽するもの以外のもの

イ仮没の建築物等

ウ地下に設ける建築物等

ェ床面積（増築を伴うときは、増築後の床面稽}

の合針が10乎方メ'"トル以下の建築物

才消防又は水防の用に供する望楼及びS鐘台

* そのイ&の工作物で高さが5 メートル以下である

もの

第6条弟1項中「適合しない」をf適合する」に・

rをしない」を「をする」に改め・同項ただし迸を次の

ただし、同表に定める許町の基準の特例に該当する

場合にあっては，同表に定める許可の基準に適合しな

いものについても・同項の許叶をするものとする。

別表中「別衣」を「別表（筋(5条関係)」に改め、同

表の5の項から8の項までを次のように改める。

える」に改め、同号エ中⑴を{ウ)とし、⑺の次に次のよう

に加える。

同号を同項第11号とし、同号の次に次の1号を加える。

ように改める

える」に改め.同号を同項第8号とし、同号の次に次の

1号を加える。
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